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支
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事業

援
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本
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目
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標
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健
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康
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※決算額について

実

は、端数処理により、

し

他資料の決算額と差異

た

が生じている場合もあ

ま

ります。

ち

要 施策の目的 社会保
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障

. 事務事業名 活動内容

制

コスト（事業費：千円

度
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生活保護扶助事業 令

の

和　２年度 令和　３年

健

度 令和　３年度 令和　

全

４年度 令和　２年度 令

で

和　３年度 令和　３年

適

度 令和　４年度
活動指

正

標名 単位
実績 計画 実績

な

計画 決算 当初予算 決算

運

当初予算
全体事業概要

用

①
保護申請日から14

に

日以内 ％ 70 68.6

よ

75
日本国憲法第25

り

条に基づき、生活に困

、

窮している世帯 に通知

誰

した割合
に対して、困

も

窮の程度に応じて最低

が

限度の生活を保障 0 1

生

,573,081 1,

涯

666,460 1,6

に

67,724
するため

わ

に必要な金銭給付等を

た

行う。
②

令和　５年度

り

の優先度
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安
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し

Ｄ　

資産調査に時間を
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自
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立
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し
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た

請に
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生

  
令和　３年度 関し

活
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を

始通知をすることがで

送
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る
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と
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で
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る
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環
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境
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を

   □ 法定受託 

整
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今後の

え
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る

改善 をするようさらに

こ
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と
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。
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施
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策
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の
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□
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向 生活保護制度の適正な運用

生活保護世帯（平均世帯数770世帯、平均保護人員899人）に対し生活保護扶助費を支給した。新型コロナウイルス感染症の長期化を背景に、生活保護の相談件数及び保
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令和　３年度 護決定件数は微増傾向にある。資産調査に時間を要するケースを除いた困窮状態が明白な申請について、早期に保護を決定することで制度の適正運用を実施した。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 日本国憲法第25条に基づき、生活に困窮している世帯に対して、困窮の程度に応じて最低限度の生活を保障するために必要な金銭給付等を行っていく。また、国の負担

今後の方向性 □ 拡大　　　　 金・補助金を活用した被保護者就労支援事業

1

及び被保護者就労準備

頁

支援等事業を継続して

令

いくことで、被保護者

和

が安定した就労の機会

 

を得られるよう支援し

3

ていく。

（改善措置等

年

） □ 縮小　　　　 

度

□ 改善　　　　 
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課

給付事業 令和　２年度

名

令和　３年度 令和　３
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福
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実

部

績 計画 実績 計画 決算 当

・

初予算 決算 当初予算
全

福

体事業概要
①

就労自立

祉

給付金の支給件 件 10

事

3 10
平成25年度の

務

生活保護法改正により

所

、平成26年7月か 数

福

ら開始された事業で安

祉

定した職業に就いたこ

総

と等によ 0 440 93

務

420
り、生活保護を

課

必要としなくなった方

作

に対して、「就
②労自

成

立給付金」を支給し、

日

生活保護受給者の就労

令

自立
を促進することを

和

目的とする。 令和　５

　

年度の優先度
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４

 Ａ　　　 □ Ｂ　

年

　　 □ Ｃ　　　 


